
 

 

 

世界で最も影響力のある企業の 15％が子どもの保護に失

敗、緊急の懸念が高まる 

 

2024年 11月 12日、ストックホルム - 本日、グローバル・チャイルド・フォーラムとボスト

ン・コンサルティング・グループ（BCG）は、これまでで最大規模のベンチマーク・レポート

を発表した。’の最大かつ最も影響力のある企業である。 調査結果では、子どもの権利保護に関

する企業のスコアが低下していることが明らかになった。このベンチマークが設定されて以来

、平均スコアは最低の部類に入り、2023年からは 12％の大幅な低下となった。 注目すべきは

、15％の評価対象企業が、サプライチェーン、広告慣行、地域社会への影響といった重要な分

野にわたって、子どもたちを保護するための有意義な行動を示していないことである。 

 

急激な減少の主な要因は、昨年の 795社から今年は 1,800社以上に査定が拡大したことである

。今回の広範な評価により、新たに評価対象となった企業の相当数が、子どもの権利に関する

責任に十分に取り組んでおらず、総合得点の低下の一因となっていることが明らかになった。 

"グローバル・チャイルド・フォーラムの事務局長であるエキン・ビョルステットは、「この調

査結果は深く憂慮すべきものです。「多くの影響力のある企業（特に ITや金融サービスなどの

分野）が、自社の方針や報告の中で子どもたちについて明確に言及しておらず、子どもの権利

への影響に取り組むプログラムもほとんどないのを見ると、憂慮せざるを得ない。」 

課題はあるものの、前向きな動きもある。過年度にベンチマークを実施した企業の半数以上が

改善を示し、56％が児童保護への取り組みで躍進を遂げた。特に北欧の企業は注目に値するリ

ーダーシップを発揮している。 

サハラ以南のアフリカ、ラテンアメリカ、アジアの一部など、低所得地域の企業の多くが、よ

り厳格な報告要件によって説明責任が強化されているヨーロッパや北米の企業に遅れをとって

いる。 

セクター別パフォーマンスも大きく異なり、ヘルスケア・セクターが、これまでトップだった

テクノロジーと電気通信を抜いて、最もパフォーマンスの高い業種に浮上した。 



 

 

エネルギー部門と金融部門は最下位にランクされ、世界的にみても高収益をあげているにもか

かわらず、子どもの権利への取り組みはほとんど進んでいない。 

 

若者の間で社会的つながりのためにインターネットが広く利用されているにもかかわらず、IT

ソフトウェア・サービス（B2C）産業（ハイテク・通信セクターのサブセクター）も、平均ス

コアが 10点満点中わずか 4.4点と、同カテゴリーの中で最も悪い結果となった。 これは、特

に青少年のメンタルヘルスが重要な問題であることを考えると、深刻な懸念を抱かせる。 

 

"BCGのマネージング・ディレクター兼シニア・パートナーであるヨハン・オーバーグは、「

この結果は警鐘を鳴らすものであり、有意義な前進を促すためには、より強力な規制と透明性

の向上が急務であることを強調するものです」と述べている。「このデータから明らかなよう

に、まだ十分とはいえない企業があまりにも多く、子どもの権利を最優先することが企業の最

重要課題である。 
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グローバル・チャイルド・フォーラムについて 

スウェーデン王室によって 2009年に設立されたグローバル・チャイルド・フォーラムは、革

新的な思考、知識の共有、ネットワーキングに特化した、子どもの権利とビジネスのための主

要なフォーラムです。私たちは、世界の子どもたちのために、豊かで持続可能な公正な社会を

実現するために、社会のあらゆる部分と協力し合うビジネスの力と責任を信じています。フォ

ーラムに加え、グローバル・チャイルド・フォーラムは、企業が子どもの権利を事業や地域社

会に統合する機会を引き出すための調査視点、ベストプラクティス、リスク評価ツールを提供

しています。詳しくはこちらをご覧ください。 www.globalchildforum.org. 
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ボストン・コンサルティング・グループについて 

ボストン・コンサルティング・グループは、ビジネスや社会のリーダーと協力して、最も重要

な課題に取り組み、最大の機会を捉えています。BCGは 1963年に設立された経営戦略のパイ

オニアである。今日、私たちはクライアントと緊密に連携し、すべてのステークホルダーに利

益をもたらすことを目的とした変革的アプローチを採用することで、組織の成長、持続可能な

競争優位性の構築、そして社会へのプラスの影響力の推進に力を注いでいます。 

私たちの多様でグローバルなチームは、業界や機能に関する深い専門知識と、現状に疑問を投

げかけ変化を促すさまざまな視点を持ち合わせています。BCGは、最先端の経営コンサルティ

ング、テクノロジーとデザイン、コーポレート・ベンチャーとデジタル・ベンチャーを通じて

ソリューションを提供しています。私たちは、クライアントの繁栄を支援し、世界をより良い

場所にすることを可能にするという目標を原動力に、ファーム全体、そしてクライアント組織

のあらゆるレベルを通じて、独自のコラボレーション・モデルで仕事をしています。 


